
今
月
の
納
期

税

総務課　
　総務係　財政係
地域創生課　
　創生企画係　広報広聴係
　ユネスコエコパーク推進係

町民生活課
　税　務　係
　町　民　係
保健福祉課
　保　健　係
　福　祉　係
農林建設課
　農　林　係
　建　設　係
観光商工課
　観光係　商工係
会　計　室
議会事務局
農業委員会
教育委員会
学校給食センター
只見保育所
朝日保育所
明和保育所
朝日診療所
（歯科） 
こぶし苑 
只見振興センター 
朝日振興センター 
明和振興センター 

☎

☎

☎
☎

☎
☎

☎
☎

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

82�5210

82�5220

82�5110

82�5100

84�7005

84�7010

82�5230

82�5270

82�5240

82�5120

82�5300

82�5230

82�5320

84�7180

82�2219

84�2038

86�2249

84�2221

84�2612

84�2101

82�2141

84�2111

86�2111
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今
月
の

お
知
ら
せ

Inform
a
tion

【
採
用
予
定
職
種
及
び
人
員
】

　

警
察
官
Ａ　

男
性
46
名
程
度

　
　
　
　
　
　
女
性
10
名
程
度

【
受
験
資
格
】

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、大
学
を
卒
業
し
た

方
、又
は
令
和
４
年
３
月
末
日
ま
で

に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

【
受
付
期
間
】

　

令
和
３
年
３
月
１
日(

月)

か
ら

　

令
和
３
年
４
月
９
日(

金)

ま
で

【
申
込
方
法
】

　

原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
電
子
申
込
）よ
り
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申

し
込
み
が
出
来
な
い
方
は
、受
験
案

内
を
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
詳
細
は
、福
島
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
福
島
県
職
員
採
用
情
報
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
第
１
次
試
験
日
及
び
場
所
】

○
試
験
日

　

令
和
３
年
５
月
16
日(

日)

○
場
所

　

福
島
会
場　

福
島
大
学

　

東
京
会
場　

立
教
大
学
池
袋
キ

　
ャ
ン
パ
ス

【
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日
】

　

令
和
３
年
６
月
１
日(

火)

　

※

第
１
次
試
験
の
結
果
に
つ
い

て
、県
庁
舎
前
掲
示
板
に
合
格
者
の

受
験
番
号
を
掲
示
す
る
ほ
か
、本
人

に
文
書
通
知
し
ま
す
。ま
た
、人
事
委

員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

合
格
者
の
受
験
番
号
を
掲
載
し
ま

す
。

【
第
２
次
試
験
日
及
び
場
所
】

〇
試
験
日

　

令
和
３
年
６
月
29
日(

火)

か
ら

　
７
月
２
日(

金)

の
う
ち
２
日

○
場
所

　

福
島
市　

福
島
県
警
察
学
校

【
第
２
次
試
験
合
格
発
表
日
】

　

令
和
３
年
８
月
18
日(

水)

【
問
合
せ
先
】

福
島
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
担

当
係
☎
０
２
４-

５
２
２-

２
１
５
１

採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０-

２
７
６-

３
１
４

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、十
分
な
申
告
期
間

を
確
保
し
て
確
定
申
告
会
場
の
混
雑

回
避
の
徹
底
を
図
る
観
点
か
ら
、次

の
と
お
り
申
告・納
付
期
限
、振
替
納

税
の
振
替
日
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

【
申
告
・
納
付
期
限
】

○
申
告
所
得
税
、個
人
事
業
者
の
消

費
税
、贈
与
税

　

令
和
３
年
４
月
15
日(

木)

【
振
替
日
】

○
申
告
所
得
税

　

令
和
３
年
５
月
31
日(

月)

○
個
人
事
業
者
の
消
費
税

　

令
和
３
年
５
月
24
日(

月)

　

な
お
、田
島
税
務
署
で
は
、延
長

後
の
申
告
期
間
ま
で
確
定
申
告
会

場
を
開
設
し
、開
設
時
間
は
延
長
前

と
同
様
、午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
と
し
て
お
り
ま
す
。申
告
期
限

近
く
は
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
ま

す
。申
告
の
準
備
が
整
い
次
第
、お
早

め
の
ご
来
場
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
問
合
せ
先
】

田
島
税
務
署

☎
０
２
４
１-

62-

１
２
３
０

音
声
案
内
が
流
れ
ま
す
。確
定
申
告

に
関
す
る
相
談
は
０
番
、税
務
署
に

福
島
県
警
察
官
（
大
卒
程
度
）

採
用
候
補
者
試
験
（
第
１
回
）

の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
期
限
等
の
延
長
に

つ
い
て

引
越
時
期
の
分
散
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

ご
用
の
方
は
２
番
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

　

例
年
、３
、４
、９
、10
月
の
時
期

は
引
越
が
集
中
し
ま
す
。特
に
３
月

下
旬
か
ら
４
月
初
旬
に
集
中
す
る

こ
と
が
例
年
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
予
想

さ
れ
ま
す
。ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
ス
ム
ー

ズ
な
お
引
越
し
の
た
め
に
も
混
雑
時

期
を
外
し
た
お
引
越
し
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

　

引
越
事
業
者
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
等
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、次

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
情
報
提
供

く
だ
さ
い
。

【
東
北
運
輸
局
情
報
提
供
受
付
】

M
ail:tht-tohoku-hikkoshi

@
gxb.m

lit.go.jp

試　
験

お
知
ら
せ

3
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
農
集
排
使
用
料（
３
月
分
）



14

合
同
会
社
メ
ー
デ
ル
リ
ー
フ
よ
り

　
　
　
　
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

神
皇
正
統
記
只
見
本
を

　
　
　
　
　
　
刊
行
し
ま
し
た

　

農
作
物
を
使
っ
た
６
次
化
商
品
の
企
画
や

製
造
、販
売
を
手
掛
け
る
合
同
会
社
メ
ー
デ
ル

リ
ー
フ
の
目
黒
道
人
さ
ん
、三
瓶
彰
治
さ
ん
、

酒
井
治
子
さ
ん
が
役
場
を
訪
れ
、只
見
線
の
復

興
、利
活
用
の
た
め
に
９
２
、１
９
０
円
の
寄
附

を
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、只
見
線
関
連
商
品
の
売
上
の
一
部

を
只
見
線
応
援
と
し
て
寄
附
し
て
い
る
も
の
で

す
。
　

頂
い
た
寄
附
は
、只
見
線
の
復
興
・
復
旧
へ

最
大
限
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1日　  議会２月会議、議会全員協議会、
　　 臨時庁議（新型コロナウイルス対策本部会議 以下「対
　　　 策本部会議」）

2日　  定例庁議（対策本部会議）

3日　  南会津振興局長との意見交換

5日　 南会津地方広域市町村圏組合管理者会、　
　　　南会津地方土地開発公社理事会、
　　　会津高原ふるさと推進協議会理事会、
　　　南会津地方町村会総会、
　　　南会津地方環境衛生組合管理者会（南会津町）、
　　　臨時庁議（対策本部会議、雪害対策本部会議）

8日　  当初予算町長査定

9日　 政策調整会議、臨時庁議（対策本部会議・雪害対策本
　　　部会議）

10日　 商工会役員との懇談会

12日　議会２月第２回会議、議会全員協議会、南会津建設事
　　　務所地域課題検討会

15日　 明治安田生命寄附贈呈式

16日　 只見川河川改修事業に係る勉強会、
　　　阿賀野川水系流域治水協議会及び「気候変動のもと
　　　今後の流域治水を考えるwebトップセミナー」

17日　 議案検討庁議（対策本部会議）

18日　議会全員協議会

19日　南会津地方環境衛生組合議会定例会（下郷町）、
　　　南会津地方広域市町村圏組合議会定例会（南会津町）

22日　民具収蔵庫視察

24日　只見町内小中学校ESD・海洋教育地域成果発表会、
　　　奥会津五町村活性化協議会定期総会、只見川電源
　　　流域振興協議会定期総会、
　　　一般質問検討庁議（対策本部会議・豪雪対策本部会議）

25日　㈱季の郷湯ら里取締役会

26日　福島県町村会定期総会、福島県国民健康保険団体
　　　連合会通常総会（福島市）
　　　朝日診療所医師との懇談会

町長スケジュール〈2月分〉

寄付を届けてくださったメーデルリーフの
（左から）目黒さん、三瓶さん、酒井さん

　

只
見
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
２３
集「
神

皇
正
統
記
只
見
本　
〜
カ
ラ
ー
影
印
・
簡
訳
・

解
説
〜
」を
刊
行
し
ま
し
た
。

　
な
お
、購
入
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
取
扱
い
店　
米
屋
書
店

○
購
入
方
法

　
店
頭
で
購
入
い
た
だ
く
か
、郵
送
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

○
価
格（
税
込
）

　
店
頭
価
格　
１
冊　
２
、５
０
０
円

　

※

郵
送
は
、別
途
送
料
等
が
か
か
り
ま
す
。

〇
問
い
合
わ
せ

電
話 : 

82-

２
７
７
８　
Ｆ
Ａ
Ｘ ： 

82-

３
４
３
５数に限りがあります。予めご了承ください。



町民
憲章

1、 ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう

1、 互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう

1、 産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう

1、 教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう

1、 きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう
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あ
と
が
き

あ
と
が
き

人のうごき
人　口　４，０５５（－１）
　男　　１，９８８（＋２）
　女　　２，０６７（－３）
世帯数　１，７４３（＋２）
高齢化率　　　４６．５％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

転入 ６　　転出 １　　出生 ２　　死亡 ８

令和3年2月1日現在

▽
今
回
特
集
記
事
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、初
め
て
雪
ん
こ
タ
ク
シ
ー
を
利

用
し
ま
し
た
。初
め
て
の
利
用
で
あ
る

こ
と
を
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
へ
伝
え
る
と
、

チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
方
法
や
帰
り
の
便

の
案
内
な
ど
丁
寧
に
教
え
て
下
さ

り
、安
心
し
て
利
用
で
き
ま
し
た
。

▽
あ
と
が
き
を
書
い
て
い
る
の
は
２

月
末
で
す
が
、い
つ
ま
で
雪
が
降
る
の

で
し
ょ
う
か
。雪
か
き
を
す
る
度
、筋

肉
痛
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
小
林
）

只見振興センター
おすすめ新着図書3月

★只見振興センターではリクエストも随時受付けていますので、
興味のある本等ございましたらぜひご利用ください。

只見振興センター図書室
☎８２－２１４１
齋藤　由美子

（１月２６日～２月２５日届出分）敬称略

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
届出のときにその旨をお伝えください。

■おくやみ申し上げます
河原田　ツネ子 86歳 大　倉
横　田　高　夫 94歳 大　倉
橫　山　直　吉 88歳 長　浜
藤　田　   弘 78歳 只　見
馬　場　アイ子 95歳 蒲　生
馬　場　守　三 86歳 梁　取
馬　場　專　久 97歳 梁　取
五十嵐　春　喜 29歳 只　見
佐　藤　憲　介 89歳 大　倉
目　黒　孫　六 88歳 只　見
室　井　功　耘 89歳 只　見
船　木　   博 89歳 黒　谷
馬　場　隆　子 88歳 長　浜

■お誕生おめでとうございます
鈴　木　律　平（男／    晃   ・  千 寛  ）只　見
村　山　冬　和（女／  健 太  ・ゆ う 菜）只　見

りっぺい

とわ

只　見　川端　貴史♡新垣　木乃香　只　見
■ご結婚おめでとうございます

　これからの時代「自分さえよけ
れば」は通用しない！　　　　　
　未来のために考えるべきこと。
ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）
とは・・・国連が決めた2030年ま
でに世界の人々が達成しなけれ
ばならない17の目標。貧困、経済
格差、人種差別、環境破壊・・・こ
のままでは大人になったころの

地球があぶない！どうすれば、世界の人々がもっと暮らしや
すい地球にできるのだろうか？ＳＤＧｓの17の目標を通し
て、どんな問題・課題を解決すればいいのか、そのために何
をするべきかを考えてみよう！

秋山宏次郎/監修
バウンド/著

宇佐見 りん/著（河出書房新社）

★推し、燃ゆ

★こどもSDGｓ
 ☆なぜＳＤＧｓが必要なのかがわかる本☆（カンゼン）

　アイドルグループ「まざま座」に
所属するアイドルの青年・上野真
幸を推している高校生のあかり。あ
かりは真幸が所属するグループの
ライブや配信番組、ラジオなどを
日々チェックしては、考察ブログを
書いて彼を“解釈”することを日課
にしていた。しかし、そんな真幸が
突如、ネット上で炎上してしまった
ことで、あかりの日常が揺らぎ始め
る。推しが燃えた。ファンを殴った

らしい。まだ詳細は何ひとつわかっていない。にもかかわらず、
それは一晩で急速に炎上した。第１６４回芥川賞受賞作品！
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